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大鹿村鳥倉林道の夏季「通年規制解除」と
観光・登山情報の改善を求める署名
大鹿　村長　柳島　貞康様
観光協会長　平瀬　長安様
署名取り扱い責任者　浮島　仁子

長野県下伊那郡大鹿村大河原４７８５
〒３９９－３５０２・０２６５―３９―２５６２

1） 鳥倉林道・越路ゲートの夏季４ヶ月間の規制解除について　　
全国の登山者に知られている鳥倉林道、越路～登山口迄の３ｋｍ間を、大鹿村役場はゲート設置により一般車両を通年規制しています。その理由は「イヌワシの保護」という理由でしたが、私達がＨ１７年から６年余り年数回づつ観察してきましたが、猛禽類はもとより、鳥類などの飛来する姿を一回も見ることはできませんでした。　その理由は、越路ゲートから登山口までは左に切り立つ高い山が聳え、右には断崖絶壁の崖、林間は夏でも冷涼な風が吹き渡り、イヌワシなどの猛禽類が主食とする野兎やテンなどが生息するには適していない厳しい環境にあると思います。
むしろ、標高の低い里山には田畑があり、寄って来る小動物を餌にして、釜沢地区にはイヌワシやクマタカなどの営巣地があると、家族で記録していた村民は語っていました。元議員も「釜沢にはイヌワシの営巣地がある」と話していました。しかし２００９年１月、大鹿村長は村長選の際、釜沢へリニアを通す事に「賛成」を表明し、２０１１．5月、国交省前大畠大臣はリニア南アルプスルートを決定しました。ということは、ゲート設置の理由はイヌワシ保護でも環境保護でもなく、越路ゲートの通年規制は全く理由が無くなったということです。環境保護を掲げる自治体がリニアに賛成する筈がありません！
元々鳥倉林道は静岡までの隧道を開ける予定で敷設されたと聞いております。その証拠に大鹿村内では道幅も広く立派な林道であり、登山者・観光客の車が容易に通行可能なしっかりした道路です。多額の国税が投資される理由は通行する人々にとって必要性があるから造られるのであり、行政の恣意的な判断で開閉できるものではありません！　以上の理由により２０１２年度以降、毎年7月～１０月迄の４ヶ月間は通年規制を解除されるよう、全国からの署名を添えて申し入れします。
２）登山・観光情報の改善について　大鹿村は「日本で最も美しい村」に加盟する観光立村ですが、役場も観光協会も観光行事や物産などの紹介はあっても、以前のように「村内全図」という村全体を概観する道路地図も、観光案内図もありません（産建課が表示してある地図は全体を把握するには不便で見難い）。地図が無ければ観光スポットも、物産店も、宿泊施設もバス停も位置が分かりません。役場は村内道路地図及び登山道（鳥倉林道のミニバイパス・東山林道は記載されていません！）、観光協会はそれぞれの観光スポットや施設、バス停などの位置、バスの時間（松川インターから伊那大島駅経由で大鹿村迄の）平日・休日の本数とその時間が、誰にでも分かるように、早急に案内表示して下さい（現在のバス時間表では分かりにくいと苦情が出ています）。
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